
環境基本計画（第四次）素案  全体構成（案）
構成案 コラム

第 1 章 新たな計画の策定にあたって 
第 1 節 計画の枠組み 

・ 趣旨、位置づけ、対象地域、計画期間、推進主体、計画の構成 
  第 2 節 改定の背景 

第 1 項 環境問題をめぐる国内外の動向 
① 直面する気候変動の危機

② 脱炭素に向けた世界共通の目標 ・カーボンニュートラルとは？

・2100 年の未来の天気予報

③ 大量生産・大量消費・大量廃棄からの転換

④ 生物多様性の回復

⑤ 経済や企業への影響

⑥ 国における第六次環境基本計画の策定 ・ウェルビーイング

第 2 項 福岡市の今とこれから 

① 位置・地勢

② 植生等

③ 気候・気象

④ 人口

⑤ その他分野の状況（都市・交通、産業、農林水産業）

⑥ 2050 年の福岡市を取り巻く社会情勢

  第 3 節 改定の考え方（ポイント） ・３分野の統合的推進～シナジーとトレードオフ～

第 2 章 目指す環境都市像 
  第 1 節 みんなでめざすまちの姿 

第 2 節 みんなでめざすまちの姿の実現に向けた行動 

  第 3 節 環境施策の展開（施策体系） 

第 3 章 重点施策の展開 
第 1 節 【行動変容】環境行動を実践するまちづくり ・オフライン・オンライン両面での広報啓発

第 1 項 環境にやさしい行動の輪を広げる ・二酸化炭素排出量の「見える化」～カーボンフットプリント～

    第 2 項 環境に関する学びの輪を広げる 

  第 2 節 【事業者連携】環境経営を実践するまちづくり ・「カーボンリサイクル」で CO２を資源に～産学官連携～

第 1 項 環境にやさしいビジネススタイルを定着させる 

    第 2 項 環境と経済の好循環を創る 

第 4 章 基本施策の展開 

  第 1 節 【脱炭素】カーボンニュートラルを実装したまちづくり ・国産ペロブスカイト太陽電池

第 1 項 温室効果ガス排出量を減らす ・都市の魅力を高める建築物の脱炭素化～ＺＥＨ・ＺＥＢ～

    第 2 項 気候変動によるリスクに備える ・事業者と連携した熱中症対策

第 2 節 【循環経済】地球にやさしい循環のまちづくり 

第 1 項 ごみの減量と資源化を進める ・生ごみ堆肥の活用～コミュニティガーデン～

    第 2 項 ごみの適正な処理を進める ・政令指定都市で唯一「家庭ごみの夜間戸別収集」

第 3 節 【生物多様性】多様性にあふれた自然共生のまちづくり 

第 1 項 生物多様性を守り、活かす ・生物多様性ふくおかセンター

    第 2 項 水と緑を守り、活かす ・生物多様性に配慮したグリーンインフラ

第 4 節 【生活環境】安全で良質な生活環境のまちづくり 

第 1 項 安全・安心に暮らせる生活環境を確保する 

    第 2 項 美しく、住み良い生活環境をつくる 

第 5 節 【広域連携】九州・アジアとつながる環境協力のまちづくり 
第 1 項 市域を超えた環境協力を進める 

    第 2 項 環境技術を活かして国際社会に貢献する 

第 5 章 計画の着実な推進に向けて 
第 1 節 推進体制 

第 1 項 各主体の役割と連携 
① 各主体の役割

② 各主体との連携

第 2 節 進行管理 

第 1 項 進行管理の実施方針 

第 2 項 成果指標及び計画の見直し 

（参考）資料編 ※成案に掲載予定 

資料１  用語集 

資料２  区の特徴と環境関連の取組み 

資料３  福岡市環境基本計画（第三次）の振り返り 

資料４  計画策定における市民参画の取組み 

資料５  環境局内の取組み 

資料６  パブリックコメントの概要 

資料７  計画策定までの流れ 

資料８  関係例規等 

カーボンニュートラル

サーキュラーエコノミー

ネイチャーポジティブ

自然資本

ウェルビーイング など説明

現状及び将来予測 

①行動変容②事業者連携③統合的推進

将来像及び将来像イラスト 

市民・企業の取組例 

施策体系 

＜各節の構成＞ 

・指標

・ビジョン

・現状と課題

・主な施策

＜コラム内容＞ 

・市民等の意識啓発・行動変容に

つながるトピック

・市民等に身近な本市の取組紹介

・先進事例の紹介 等

    福岡市環境教育・学習計画統合関連  

資料５ 

指標設定の考え方・計画期間中の改訂判断 

環境審議会等による進捗管理 

計画の統合など説明 

計画の全体構成も明示 

    第 10 次福岡市基本計画をもとに作成 

    統合する計画のあゆみ等も含む 




